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本プロジェクトの目的

• 様々な可能性を考慮
- 新技術，コストダウン・スケールアップ，環境負荷（LCA）
- 社会の方向性，経済規模，国際地政学

• 単なる分析では無意味．継続的に議論し未来へのアクションにつなげる．

シナリオ分析
の一般的特
徴

≠未来予測

＝未来へのビジョンを継続的に議論するためのツール

≠一方的なメッセージ

本プロジェクトの
シナリオ分析

＝　　（以上を踏まえた）
　　＋　定性的なナラティブ
　　＋　定量的なモデルに基づく分析



既往研究は総合的な分析
（地政学や破壊的イノベーションなどを含む）が弱い 3
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ネットゼロの研究は既に多数あるが、
既往研究・分析では社会の加速戦略や政策との接合が弱い 4

経済規模の想定は
大きく異なる

電化が脱炭素の主役
であることは共通

CCSへの依存度は大きく異なる
坂本 (2023)
（電中研）

ネットゼロの研究
は既に多数ある
が、
既往研究・分析で
は社会の加速戦
略や政策との接合
が弱い



「カーボンニュートラル移行の
　加速に向けた総合知に基づく社会シナリオ」プロジェクト

5

杉山正和
（東大）

亀山康子（東大）

杉山昌広（東大）

菊池康紀（東大）

大友順一郎
　（東京科学大）

藤森真一郎（京大）



暫定的なメッセージ

• 2050年の不確実性は大きく
日本がコントロールできないものも多々
• 例：海外の技術進展、国際地政学
• 技術の割合は大きく異なりうる
• 政府、ステークホルダーにとっても難題
• →「公式な未来  official future」は

実現しない場合にも準備

• 適切なアクション、政策をとらないと
脱炭素しても暗い社会は到来しうる

• 不確実性にも関わらず共通項はある
• 対策の加速は必須
• 再生可能エネルギーは増えて電化は進む

一般向け
シナリオ
報告書は
2025年3月
に公開予定


